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5月 24日的のセレモニーには地元国府地区下水道推進協議会の皆

さんをはじめ、関係者90人が出席し盛大に行われました。

この国府浄化センターに集められた汚水は、処理されてきれいな水

になり自然に返されます。
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るもわなテにちふカリ
非常用持出袋に入れる物 (例)

FAXの場合

災情報音声応答12‐l)

は注意基準|こ達してしヽません。・…と続きます。

(防

雨量

また、土砂受害110番を通報することができます。

災害現場や予兆現象を確認した場合は、次のところ

|こ、通報して<だ さい。市の防受担当者|こつながり

ます。

麟システ篭ぽ鈴
『土砂災害情報相互通報システム』

首声ガイダンス|こ従つて、操作すると、

【操作方法例】

<音 声応答>

こちら、浜田市防受情報です。

浜日地区の雨量情報を音声で聞<場 合は 1+を

;

防災情報をFAXで受信する場合は 6半 を押して<だ

さい…。と音声が流れます。

電話で聞<場 合

によ り、電話やファックスで1青報を入手することができます。

雨量情報や気象警報 ・注意報などの防受情報を確認することができます。

公④ 1560に 電話 |

<音声応答>

スタートボタンを押して、受話

器を置いて<だ さい。

(防受情報FAX応答lrl)

浜日市防受情報が入手できます。

<音 声応答>

宇野は 1キを、西村ほ 2#を と…・音声が流れます。

1#を 押した場合

ガートレー′しの金属片に注意 !

浜日市内でもガードレール|こ金属片が見つかりまし

た。ガードレール横を通行するときは、注意して<だ さ

い。もし、発見した場合は、

市建設整備課まで連絡して

<だ さい。

問い合わせ先

建設整備課

(a内 線 422)

通報先 な④ 1570

広報はまだ :平成 17年 6月 15日暑



浜田市 避難所T覧 表
地震、風水害、大火災など大きな受害が起こつた場合の避難所として公共施設などを指定しています。ふだんから家族

みんなで避難場所やその道1贋を確認しておきましよう。災害時|こ|よ町内|ここだわらず、最適な避難所を選んで避難して<

ださい。

浜国家政高等専1シ学校

厳島神社
心覚院

動労蕎少年小一ム

浜日商五会議所

夕日ケ丘幼稚園
立正佼成会浜日教会

浜日護国神社(社務所)

龍泉寺

朝日町研修セツター

紺屋町会館

八幡宮

◎ 原井小学校

◎ 原井幼稚園

あおい保育園
|◎ 浜田水産高等学校
1  瀬 戸ケ島公民館

1  厳 島神社
1  極 楽寺

1  浜 日市漁協 3暑 市場

100

1 5 0 1 1
4 0 1 +

1001 1浅井町
501 1
40   1

40 1  1
500

701 黒 川町
100

生湯 3町 内公民館
生湯 4町 内公民館

多陀寺
長沢神社
三反日集会所

長沢保育園

長沢児童館

長沢 2町 内児童会館

◎ 浜日教育センター

◎ 松原小学校
聖バルナバ保育園

緑ケ丘集会所

浅井公民館

浅井神社
◎ 浜日高等学校

◎ 第一中学校

◎ 石見小学校

◎ 天理教浜日分教会

◎ 石見公民館

社家地神社
三宮神社

善福寺 (公民館)

◎ みのり保育園

竹迫 4町 内集会場

人数 十
一

研

100

70

50

1所在地

生湯町

長沢町

竹迫町

杉戸83

高佐町

河内町

野原町

原井町

笠柄町

三階町

内村町

長見町

施設名
生湯神社

1 殿 町

1 日町

1需昼群

1蛭子町

1 港 町

1高日町
1大辻町

‐瀬戸ケ島町

元浜町

1 原町

1清水町

所在地

長浜町

50

40

30

200

70

250

25

50

100

777

相生町

ひかり保育所

福井地区集会所

◎ 長浜幼稚園

◎ 浜日商業高等学校

浜日高等技術校(体育館)

福井公民館 (大元神社)

石原団地集会場
れんげ保育園

〉夕入公民館

創価学会浜日文化会館

◎ マリン交流セ
‐/ター

熟日7町 内会集会所

◎ 長浜小学校

◎ 天神会館

ちどり第 2保育所

長浜商港会館

明清寺

禅床院
長浜 9町 内公民館

1  長 浜1岬 公民館___

_ゲ量____旦堅!

名

1  竹 迫 5町 内集会場

|◎ 三階小学校

杉戸公民館

高佐公民館 (大元神社)

浜日自動車学校

◎ 浜日総合福祉センター

◎ 第二中学校
◎ 雲窪丘小学校

原井公民館

原井 1町内公民館

笠柄町集会所

◎ 石見公民館 孫日谷分館

三階 1町内集会場
三階 2町 内集会場
三階 3町 内集会場
三階 4町 内集会場
三階 5町 内集会場
三階 6町 内公民館
三階了町内集会場

十文字原集会場
◎ 石見公民館 長 見分館

長見 1町内公民館

長見 2町 内公民館

長見3町 内公民館
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型

傑日原公民館       15

1傑
日原 町

   櫓 王 等

~内 いロ

       オ む

1占剛 |◎奎粛駅登館め館 1盟
日橋児童館      1 20

槙山町
大元神社       1 20
老人肉用牛センター  1 15

◎ 農業構造改善センター 1 70
一の瀬公民館     1 00

1内栂町  1  長福寺 内
ム。
     | こむ

| |◎畳香合曇擬 11酎
1内日町 |ロウ1勝羅圏  1盟

1  重 船集会所 (中内日)  30

_労野町 __二__堂 野野集会可 ~~ _1 lQ

大歳神社
善福寺

◎ 後野小学校

後野 1町内公民館

後野 2町 内公民館

後野 3町 内公民館

後野 4町 内公民館

後野 6町 内公民館

◎ 佐野小学校
つ<し 保育園

神楽会館

町町内生活改善センター

下町内生活改善センター

後野町

佐野町

井町

美日会館
日原集会所

◎ 石見公民館 宇津丼分館

大歳神社

指定を解除した避難所

殿  町  浜 日市民集会所

国 分 町 こ <ふ 保育園

国 分 町 国 府ふれあいセンター

下有福町 有 福保育園

金刀比羅神社
◎ 浜日市健康増進センター

◎ 子育て支援センター

ちどり保育所
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人数

10  1

20 1

20 1

20 ‐

名

◎ 周布小学校

◎ 周布公民館

聖徳寺
◎ 第三中学校

◎ 周布幼稚園

日‖云昨R育園

日‖去]児童館
日‖去]八幡宮

日は]示□泉集会所

◎ 浜日浄苑

治示□児童館

施設名

◎ 上府小学校
上府公民館

浜日市凝協津摩支所

◎ 津摩児童館

西栂 1町内自治公民館

西相 2町 内集会場

大谷児董館

力石集会所

力石大元神社

八幡宮

折居自治公民館

厳島神社

◎ 大麻公民館

人数

25

20

80

20

50

400

300

100

20

60

30

300

300

300

100

100

00

30

00

100

50

45

300

50

50

150

100

300

130

40

15

50

60

10

20

15

25

10

15

15

30

60

50

15

30

15

30

60

15

30

15

15

15

150

20

40

50

50

50

15

50

50

200 ‐

200

40

200

50

70

60

20

20

20

30 +

30 1

30

20 1

1 5  1

20 1

2 0 1

35 1

50 1

15

10

50 1

西村町

日脚町

治示□町

1津摩町

上府町

久代町

!下府町

1国

分町

|

―宇野町

下有福町

1大金Bj

人数
100

1   60

町居
　
一

折

久畑生活改善センター 1 30

天神生活改善センター
 i 30

安国寺
上府八幡宮

荒相地区緊急避難所

★ 府城センター

◎ 白治会久代公民館

久代神社
大久保生活改善センター ー 40

浄土寺

下府公民館 (伊宙神社) 15

下府集会所        20

◎ 浜日東中学校     1390
◎ 国府公民館      1200

◎ 国府小学校      1400
唐鐘公民館      1 150

◎ 県立浜日養護学校   1 170

◎ 県立浜日ろう学校 120 1

◎ 宇野小学校      1 50
宇野公民館

東町内公民館

宇野八幡宮

◎ 有福小学校

◎ 国府公民館 有 福分館  100

光現寺

大津公民館

1  1 0 0

1   20
1   15

1  40

100

50

1 舞|
-  200 1

50

1   15

_ 1 _ 1 5

人数は、収容可能人数

◎印は、収容避難所

校害が大き<、宿泊を前提とする避難所

です。    き な公民館などを指定してい

ます。
それ以外は、緊急 ・一時避難所

緊急避難所

災害時に短期的こ避難する避難所
一時避難所

激 しい地震の直後など|こ一時的|こ避難

する避難所

★新 しく指定した避難所

上府町 府 城センター

問い合わせ先 総 務課防災交通係

(a内 線 325)



ポ ピ ー コ ッ ク

Poppycock!

普さんほよ<ご 存知だと思いますが、先月、イギリ

スでは総選挙が行われました。しかし、総選挙という

のほ何の選挙で、どう行われるのでしようか?

イギリスの総選挙は、下院 (House of Comttons)議

員 (Member Of Parliament)の選挙です。 5年 間|こ1

度魅ず行われますが、元首 (君主)ほ 総理大臣のアド

バイスこ従つて、いつでも選挙を指令できます。また、

内閣が提出した予算案が否決し、不信任投票が可決し

たら、総選挙が行われます。

選挙権ほ18歳以上の英国国民、そしてイギリス|こ住

んでいる英連邦の諸国国民とアイルランド共示□国国民

に与えられます。しかし、上院議員、 5年 間以内|こ選

挙違反を犯した人など|こほ与えられません。下院議員

こ立候補できる人は21歳以上の英国国民、そしてイギ

リス|こ住んでいる英連邦の諸国国民とアイルランド共

示□国国民です。破産した人、上院議員、聖職人、裁判

官、役人、警官、軍人などほ立候補できません。

現在、イギリスは646の選挙区|こ分かれています。1

つの選挙区で、約 7万 人の有権者が 1人の議員を選出

します。もちろん、日本と同じように政党があります。

イギリスは4つ の国|こ分かれて、国|こよって政党は違

い ま す が、主 要 な 党 ほ 3 つ あ りま す。そ れ ほ

今年度も新規就職者 (浜日管内)の

激励大会が行われ、約40人の参カロ者は、

出発式のあと瀬戸内ランチクルーズや

広島市内観光などを楽しみました。

漸
就
職
者
激
励
大
会

おもなできどと

(おかしな話一下院議員が相手の議論に反対する時言う表現)

浜田市国際交流員 デ イビッド・ベス トー

ConservativeandUnlonistParty(保 党 )、New Labour

Party(労働党)と Liberal DemocraticParty(自由党)

です。小選挙区制 (First past the post一競馬のよう

に 1着で決勝点を通過した人が勝利です。)と呼ばれて

いる選挙制度を使用し、 1番 多<得 票した候補者が選

出されます。例えば、ある選挙区では200人の投票者と

3人 の候補者、スミスさんとブラウンさん、パテルさ

んがおります。スミスさんは80、ブラウンさんほ70と

パテルさんは50の票を得ます。 1番 多<得 票した候補

者はスミスさんですから、スミスさんが選出されます。

つまり、選挙区民の50パーセント以上ほスミスさん|こ

反対したのこ、その人々の議員として選出されてしま

います。そして、下院で過半数を占めた政党のリーダ

ほ政府を組閣する君主|こ要請されます。

イギリスほ民主主義の国と言われていますが、総理

大臣と下院の議員は国民の望みをあまり反映している

と|よ言えないと私は思しヽます。先月の総選挙で労働党

は投票した国民の37パーセントの支持を得ましたが、

それによつて356の議席 (つまり55パーt7ント)を獲得

したので、政府を組閣することできました。What a

oad of poppycOcKll(それは本当こ不思議な話だ !1)

平成1,午IE‐回1民健日ほ瞬料の担本]書,‐納付書を郵送します!
郵送 日 6月 15日閃

□座振替の届|サ出をしている人 こほ、通矢□書のみを送付し

ます。

なお、40歳以上65歳未満の人 こついては、医療分|こ介護分

を上乗せした金額を通矢□します。(17年度中こ65歳こ連する場

合、65歳こなる月の前月までの介護分を各納期こ割り振つて

計算しています。65歳こ達した後も納めていただきますが、

重複納付ではありませんのでご百承<だ さい。)

納付ほ6月 から翌年 3月 までの10回です。期限内の納付|こ

ご協力<だ さい。

※ 国 民健康保険米斗の納付万法は、自動的|こ□座から保険料

をヨき落とす□座振替が便利です。希望者は、預G子)金通

帳とそれこ使用している印鑑をご持参の上、市内の金融機

関またほ郵便局でお申し込み<だ さい。

問い合わせ先

保険料の通矢□|こついて 税 務課市民税係 (a内線 132)

□座振替こついて   徴 収課徴収係  (a内 線 126)

広報ほまだ :平成17年6月 15日暑



みんなでつくるうよあたしん源日。
～東通8全 総点検ダイジエスト③ 市衝地(中翻)―

‐
帝街地 (中部)の 危険 (ヒヤ叫Aッ ト)箇所

ぺ 歩行者の飛び出し,舌L横断

路上駐車が多い

車のスピードが速い

〇 見通しが悪い

車の出入りが多い

一三停止・一方通行=信号無視

銀行入口付近

平和公園東交差点

・交差点の見通じが悪い

,交差点の見通しが悪い

1車のスピードが速い!
・歩行者の飛び出しモL横断がある!
・一旦停上をしない車がいる!

/ギず
!

Ⅲ
l

団ぱ

どの場所が危険なの ?

過去5年間の事故発生状況や、市民アンケートの結
果によると、事故多発箇所や、 ヒヤリハットする箇
所は、平和公園東交差点と君市踏切、万灯山公園前
交差点など交通の結束点に集中しています。

危険なわけ

道路の見通しが悪かつたり、狭いなどの要因によ
るほか、車を運転するドライバーによる一旦停止 ・

信号無視や歩行者の無理な横断が事故をひきおこし
ています。

気をつけよう よ

車の運転をする人は、交差点では左右をよく確認
し、一旦停止規制を守りましょう。信号無視はいけ
ません !
歩行者は、事故の多い箇所であることを認識し、

無理な横断をしないでください。

あなたがあSiない よ魔の東差点

写真の平和公園東交差点は、市街地の中で危険度
が高い交差点の一つです。
車の通り抜けで人身事故をするよりは、急がば回れ !

市では、交通安全総点検やアンケー トの結果を踏

まえ、このような危険箇所に対して交通安全対策を

行う予定です。

交通安全総点検のくわ しい模様などは浜田市ホー

ムページでも掲載 しておりますのでご覧ください。

(建設整備課)至 県立大学

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

研
修
受
講
者
募
集

市
で
は
、

男
女
の
人
権
が
平
等
に

尊
重
さ
れ
、

性
別
ほ
か
か
わ
り
な
＜
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
し
、

貢
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
多
様
な

生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
の
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
、

市
民

・
事
業
者
と

一
添
と
な

っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
男

女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
し
て
い
＜

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、

口
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

研
修
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

研
修

内
容
ほ
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

申
込
期
限
　
研
修
期
国
の
約
１
か
月

一副

助
成
制
度
　
市
内
在
住
者
に
つ
い
て

は
、

旅
費

（市
旅
費
支
給
条
例
に

よ
る
交
通
費
、

日
当
、

宿
泊
費
）

と
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。

※
　
研
修
受
講
後
、

研
修
復
命
書
の

提
出
が
魅
要
に
な
り
ま
す
。

研
修
場
所
　
東
京
、

陀
１４
は
千
葉
市
、

旧
６
、
８
、
９
、

‐１
は
未
定

申
し
込
み

。
問
い
合
わ
せ
先

地
域
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

（
公
内
線
３
４
４
）

平醍17年1震電源地騨掘興●ンター‐購 .巳聡審

No テーマ 3寺期 日数 負担金(円)

1

2

3

4

7

5

6

8

9

10

11

1 2

13

1 4

自己能力開発実践講座

循環型社会形成|こ向けた地域づ<りを者える

住民と行政が一体となった地域づくりの進め方
〔NPOと の協働を者える〕

住民と行政が一体となった地域づ<りの進め方
【コミュニティービジネスの活用〕

地方分権社会|こかける自立した地域づくりを考える

資源と人材を活用した魅力ある地域経営策を学ぶ

人|こやさしい町づ<り
～防災コミュニティーの創生～

<食 をテーマ屋～>

女性パワ■|こよる個性ある地域づくりを考える

ツーリズム実践講座

地域農業の高付力8価値化方策を者える

水産業の高付加価値化方策を者える

地域産業支援のあり方を者える

地域資源を活かした商業・観光振興の進め方

地域特性を活かした特摩品開発の者え万・進め方
(電気のふるさとじまん市|を学ぶ)

8 月

2 月

1 月

8 月

9 円

7月

1 2月

9 周

11月

12月

8周

11月

10月

11周

2

2

3

2

３

　

３

２

２

２

２

　

２

13,000

10,000

10,000

10,000

10,000

15,000

10,000

15,000

15,000

10,000

15,000

10,000

10,000

15ナ000
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農
業
琶
員
の
選
事
を

行
い
ま
す

立
候
補
届
出
日

７

月

３

日

個

投

　

覇示
　

日
７
月
１０
日
側

浜
国
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期

が
、
７
月
１９
国
測
で
滴
百
と
な
り
ま

す
の
で
、
７
月
１０
日
０
に
選
挙
を
行

い
ま
す
。

公
正
な
選
挙
に
ご
協
力
＜

だ
さ
い
。

選
挙
す
る
委
員
の
数
　
２０
人

立
候
補
受
付
　
７
月
８
日
０

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

投
票
時
間

午
前
７
時
～
午
後
４
時

農
業
委
員
の
選
挙
権

平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
で
調
整

し
、

平
成
１７
年
３
月
３‐
日
任
確
定
し

た
名
簿
区
登
載
さ
れ
て
い
る
人

※
　
立
候
補
さ
れ
る
人
は
、

届
出
関

係
書
類
な
ど
産
つ
い
て
、
６
月
郷

日
側
ま
で
区
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会

（公
内
線
４
４
１
）
、

農
業
委
員

会

（
ａ
内
線
２
３
５
）

市
指
定
ご
み
袋
の
取
扱
店
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

市
内
の
ス
ー
パ
ー
や

個
人
商
店
な
ど
で
、

ご
み
袋
取
扱
希

望
の
事
業
者
は
、

次
の
と
お
り
申
請

し
て
＜
だ
さ
い
。

資
格

①
南
内
ほ
店
舗
を
保
有
し
、

か
つ
当

該
店
舗
で
ご
み
袋
の
取
り
扱
い
が

で
き
る
こ
と
。

②
ご
み
袋
を
店
頭
Ｅ
常
備
で
き
る
こ

と
。

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
よ
る
。

必
要
書
類
　
市
税
納
税
証
明
書

（市

民
税

（法
人
市
民
税
）
、

固
定
資
産

税
、

軽
自
動
車
税
）
、

店
舗
所
在
図

な
ど

※
　
申
請
に
関
す
る
詳
細
は
、

お
問

い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課
清
掃
対
策

係

（な
内
線
２
５
７
）

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
病
は
、

ウ
ィ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
コ
イ
特
有

の
病
気
で
す
。

ほ
か
の
Ｒ
や
水
産
動

物
、

人
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

県
で
は
病
気
の
ま
ん
延
防
止
ほ
取

問
い
合
わ
せ
先

り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
ご
協
力
＜
だ

さ
い
。

①
川
や
池
な
ど
区
コ
イ
を
放
流
し
な

い
で
＜
だ
さ
い
。

②
死
ん
だ
り
弱

っ
た
り
し
た
コ
イ
を

川
や
池
な
ど
に
捨
て
な
い
で
、

焼

却
ま
た
は
埋
め
て
＜
だ
さ
い
。

③
釣
り
な
ど
で
捕
獲
し
た
コ
イ
を
別

の
水
域
底
放
流
し
な
い
で
＜
だ
さ

い
。

④
入
手
経
路
が
不
明
な
コ
イ
を
譲

っ

た
り
、

も
ら

っ
た
り
し
な
い
で
＜

だ
さ
い
。

⑤

コ
イ
が

一
度

に
大
量
区
死
ん
だ

り
、

次
々
と
死
ん
で
い
＜
な
ど
異

常
が
あ
る
場
合
ほ
、

そ
の
コ
イ
を

移
動
せ
ず
ほ
下
記
へ
連
絡
し
て
＜

だ
さ
い
。

島
根
県
浜
日
水
産
事
務
所
　
水
産

グ
ル
ー
プ
　
浜
日
含
同
庁
舎
内

容

②
５
６
３
４
）

野
良
ね
こ
が
多
い
地
域
が
あ
り
、

え
さ
を
号
え
る
光
景
が
見
う
け
ら
れ

ま
す
。

ね
こ
区
え
さ
を
写
え
る
優
し

い
気
持
ち
は
、

人
間
と
し
て
大
切
な

こ
と
で
す
。

し
か
し
、

え
さ
を
与
え

る
こ
と
に
よ
り
ね
こ
の
数
が
増
え
、

と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
董
⌒を
し
た
り
、

鳴

き
声
、

い
た
ず
ら
な
ど
で
、

近
所
の

人
に
迷
惑
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

え
さ
を
与
え
る
な
ら
、

え
さ
や

董
⌒の
始
末
な
ど
貢
任
を
も
っ
て
行
な

い
、

周
辺
環
境

へ
の
配
慮
を
し
ま

し
よ
う
。

ま
た
、

誰
か
が
拾

っ
て
＜
れ
る
だ

ろ
う
と
安
易
な
気
持
ち
で
ね
こ
を
捨

て
な
い
で
＜
だ
さ
い
。

飼
い
始
め
た
ら
終
生
、

愛
情
を

も
っ
て
飼

っ
て
＜
だ
さ
い
。

動
物
を
虐
待
し
た
り
、

捨
て
た
場

合
に
は
動
物
の
保
護
お
よ
び
管
理
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
環
境
保
全
係

4監ン篭ン襲鶴盤鍛ぐ轡麟妙畿聯幾勧
―偏 見や差別 をなくすために～

ハンセン病は、かつて 「らい病」と呼ばれさまざ

まな誤解のため|こ不当に恐れられてきました。現在

でもしヽまだにこの病気|こ対する無理解|こよる回復

者への差別やlFm見ほ根強<残 つています。

ハンセン痛はこれな病気です
。病原菌 (らい菌)|こよる感染症ですが、感染力ほ

とても弱いものです。
・遺伝病ではありません。
・有効な治療薬|こより完治します。
・早期|こ治療すれば、身体|こ障害が残ることはあり

ません。
・治癒した後|こ残る変化は単なる後遺症|こすぎません。
・回復した人|こ接触しても感染することはありません。

′将:卜′し便轟
『ハンセン続のこと、正しく細つてますか?』

期間 6月 15日佃～30日肉

場所 市 役所 1階市民ロビー

6月 19日～25日までは、「ハンセン病を正し<理

解する週間」です。私たち一人ひとりが、ハンセン

病|こついて正じしヽ矢B識と理解を持つことが、これま

で長<続 いてきた差別や偏見の解消の第一歩とな

ります。

問い合わせ先 人 権同和教育啓発センター

(a内 線 260)、 健康長寿課 (a内 線 165)
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島根県立大学
News vdE坦
～海の見える庄から～

民動話 :0855-24-2200

ホームベージ:httpダんvw‐u‐shimane.acttp

本
年
度
よ
り
総
合
政
策
学
部
で

「現
代
し
ま
ね
掌
・特
論
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
科
目
は
、

澄
日
信
義
知
事
と
宇
野
重
昭
学
長

の
対
話
か
ら
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

科
目
の
趣
旨
は
、

島
根

県
庁
の
政
策
担
当
者
の
側
か
ら
島

根
県
が
直
面
す
る
政
策
課
題
を
提

示
し
て
、

そ
れ
を
基
底
、

現
代
島

根
を
総
合
的
Ｅ
理
解
す
る
こ
と
で

す
。４

月
２‐
国
の
第
１
回
の
授
業
で

は
、

澄
日
知
事
が
、

約
１
時
間
区

わ
た
り

「自
立
的
に
発
展
す
る
島

根
を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
講
義
を

さ
れ
ま
し
た
。

「自
立
的
に
発
展
す
る

島
根
」
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
的

要
点
と
し
て
、

①
産
業
振
興
、

②
地

域
振
興
、

③
道
路
建
設
、

④
人
材
育

成
の
４
点
を
強
調
さ
れ
、

ま
た
、

具

体
的
な
政
策
と
し
て
、

観
光
開
発
戦

略
、

矯
正
施
設
の
誘
致
の
有
効
性
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

竹
島
問
題
ほ
触

れ
て
話
義
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

約

２
０
０
名
の
出
席
者
か
ら
は
、

熱
心

に
質
問
す
る
人
も
多
＜
、

知
的
な
熱

気
の
中
で
請
義
ほ
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
科
目
は
、
７
月
ま
で
続
け
ら

れ
ま
す
。

（文
貢
　
学
部
長
　
〈
フ
岡
日
出
紀
）

図
書
館
！開

放
拡
大
試
行
十
年

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域

の
普
様
の
た
め
に
、

昨
年
度
、

図
書

館
の
利
用
拡
大
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

利
用
で
き
る
時
間
を
増

や
す
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
１８
歳
以
上

時
間
　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
８
時

３０
分
。

※
　
閲
覧
、

複
写
、

貸
出

（文
庫

・

新
書
区
限
る
。

）

※
　
土

・
日
躍
日
、

試
験
期
間
な
ど

ほ
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

公

④
２
２
０
↓

慰〔【〔癒

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
参
加
の
お
誘
い

（当
日
参
加
で
き
ま
す
）

○
公
開
講
座

『
２‐
世
紀
地
球
講
座
』

６
月
１８
日
働
　
井
上
助
教
授

「近
・現
代
の
モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
」

６
月
梵
日
０
　
瓜
生
教
授

「
″冬

の
ソ
ナ
タ
ク
と
日
・韓
の
映

画
放
送
事
情
」

了
月
２
日
０
　
陳
教
授

「北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国

―
中
国
の
視
点
か
ら
」

７
月
９
日
０
　
別
枝
教
授

「北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国

十
日
本
の
視
点
か
ら
」

時
間
　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

場
所
　
県
立
大
学
　
中
講
義
室
５

○
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ロ
ン

６
月
塑
日
佃
　
午
後
５
時
～
７
時

発
表
　
李
暁
東

（本
学
助
教
授
）

室
崎
富
悪

（社
会
福
祉
法
人

い
わ
み
福
社
会
理
事
長
）

場
所
　
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ビ
ュ
ー
ラ
イ

ン

レ
ス
ト
ラ
ン

ロ
ビ

ュ
ー
ラ
イ
ン
紹
介

大
学
の
施
設
内
に

「ビ
ュ
ー
ラ
イ

ン
」
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
ま

す
。
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

（北
東
ア

ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
２
階

区
あ
り
、

浜
日
の
海
が

一
望
で
き
る

眺
望
は
、

心
を
和
ま
せ
、

い
っ
そ
う

食
欲
を
わ
か
せ
て
＜
れ
ま
す
。

本
学

教
員
や
ゲ
ス
ト
の
万
々
の

一
流
の
研

究
発
表
を
聴
き
自
由
な
懇
談
の
で
き

る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ロ
ン
も
こ
こ
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
曽
さ
ん
も
気
軽
に
利
用
し

て
＜
だ
さ
い
。

【営
業
国
】
土

・
日
躍
日

・
祝
日
及

び
夏
季
な
ど
休
業
期
間
を
除
＜
日

【営
業
時
間
】
１０
時
，
１７
時

不
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

「地
域

再
生
法
」
の
認
定
地
域
区
浜
日
市
が

選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

曽
さ
ん

ご
存
知
で
す
か
。

こ
の
法
律
は
、

地

域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
一屋
用
の

創
出
を

「地
域
の
視
点
」
か
ら
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

浜
日
市
の
テ
ー
マ

は
、

「海
彦
・山
彦
活
性
化
計
画
」
。

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ブ
ル
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、

山
で
の
農
作
業
体

験
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
体
験
し
て
も
ら
う
観
光
再
生
計

画
で
す
。

地
域
再
生
Ｅ
観
光
を
あ
げ
る
地

域
ほ
全
国
各
地
区
多
＜
あ
り
ま

す
。

最
近
よ
＜
言
わ
れ
る
の
が
、

地
域
競
争
の
時
代
。

浜
日
市
は
だ

れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

ど
の
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
を
行
え
ば
効
果
的
で
し
ょ

う
か
。

企
業
と
同
じ
＜
ふ

地
域
も

経
営
の
セ
ン
ス
が
間
わ
れ
る
時
代

で
す
。

私
の
担
当
科
目
の
地
域
経

済
政
策
論

。
地
域
産
業
政
策
論
で

は
、

こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て

学
生
と
共
ほ
者
え
て
い
ま
す
。

ぜ

ひ
学
生
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
意
見
を

市
匠
提
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
一一！
！■
■
！一■
！
■
■
一■
一十■
■
■
！一一！ｉ
≡

▲第 1回は浜回高校で

開催されました。

Ｘ

Ｘ

栄

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｏ
人
Ｙ
Ｏ

本
Ｙ
Ｏ
六
Ｙ
ｐ
ム
Ｘ

Ｘ

Ｙ
Ｏ
＾
Ｙ
）
ム
Ｘ

狩

承

▲眺望は抜群です。

の
粟
ぱ

Ｘ

Ｘ

￥
来

Ｙ
Ｏ
本
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

メ

Ｘ

γ
Ｏ
本
Ｘ
索

Ｙ
Ｏ
本
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

ヤ
掌
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艶
颯
の
醸
０
蟻
寵
纏

〃嬰
騒
館
醸
簿
畿
鰺
鹸
鶴
″

４
月
１
日
か
ら
対
象
年
齢
が
大
幅

ほ
変
わ
り
、

生
後
３
か
月
か
ら
６
か

月
未
満
と
な
り
ま
し
た
。

接
種
も
れ

が
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
＜
だ
さ

い
。

対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
任
意
接

種

（有
料
）
ほ
な
り
ま
す
。

①
年
間
を
通
し
て
、

個
別
接
種
で
実

施
し
ま
す
の
で
、

小
児
科
の
医
療

機
関
に
直
接
電
話
で
予
約
を
し
て

一受
け
て
＜
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｃ
予
防
接
種
は
、

重
症
化
し
や

す
い
小
児
の
結
核
予
防
に
効
果
的
で

す
！わ

が
国
の
結
核
ほ
か
な
り
減
少
し

ま
し
た
が
、

ま
だ
毎
年
４
万
人
の
患

者
が
発
生
し
て
お
り
、

大
人
か
ら
子

ど
も
へ
感
染
す
る
こ
と
も
少
な
＜
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、

結
核
ほ
対
す
る
抵

抗
力
は
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

生
ま
れ
た
ば

か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
か
か
る
心
配
が

あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
ほ
結
核
区
対
す

る
抵
抗
力
が
弱
い
の
で
、

全
男
性
の

結
核
ほ
か
か

っ
た
り
、

結
核
性
髄
膜

糞
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

重
い
後
遺

圧
を
残
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
子
さ
ん
が
生
後
３
か
月
ほ
な
ら
れ

た
ら
早
期
に
接
種
を
し
ま
し
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援
課

（ａ
内
線
１
６
２
）

テ

潟
ヅ

ジ
レ

ッ
シ

ュ
ヲ

ひ
と
り
親
家
庭
と
寡
婦
を
対
象
と

し
た
健
康
体
操
教
室
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
８
日
⑥

健康‐ひる!ず

医療機関名 所在地 電話番暑

小 池 医 院 日脚町 ② 102 0

神田小児科医院 殿  町 ②0318

さいとう医院 朝日町 ④ 0228

すみれ小児科 熱日町 ④ 1 0 0 6

浜日医療センター 黒川町 ② 2300

障害のある人など|こ事前|こ登録してもらい、災害時|こお|する安否確認、情報

伝達の確保などの充実を図り、地域の防受体制の強化を促すことを目的|こ「災

害ネットワーク登録制度」を設けています。

登録は、名簿の作成、保管および下記の関係機関への情報提供|こついて、本

人が了解されることが必要となります。

登録者の情報提供先

警察暑、消防署、地域の民生委員、町内会長など、地域の自主防災組織

○登録できるのは、次の①～③の全て|こ該当する人です。

①以下のいずれか|こ該当する人
・自力で避難するのが難しい人  ・ 自力で災害情報などが確保できない人

②名簿の作成、保管、情報提供|こついて了解してもらえる人

③以下のいずれか|こ該当する人
・9保 障害者手帳を持っている人  ・ 療育手帳を持っている人
・精神障害者保健福祉手帳を持っている人  ・ 難病の認定を受けてしヽる人
・介護保険の要介護認定を受|すている人

間い合わせ 。申し込み先

健康長寿課障害者福祉係①番窓□ (a内 線 159、 回④ 3428)

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

場
所
　
浜
日
公
民
館

講
師
　
武
智
麗
子
さ
ん

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
牛
尾
さ
ん

公

②
３
２
０
９
）

壼
壼
援
セ
ン
タ
＝
畿
張
相
談

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の
人

を
対
象
と
し
た
就
業
相
談
を
行
い
ま

す
。

費
用
　
無
料

日
時
　
６
月
２７
日
働

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

場
所
　
浜
日
合
同
庁
舎
本
館
５
０
３

会
議
室

轟
鰻
燥
霞
審
家
鷹
響
就
業
自

日本脳炎の予防増種について
厚生労働省は、日本脳糞予防接種の後|こ発症した重症の急性散在性脳脊髄糞 (A

DEM)に ついて、現行の国杏脳糞ワクチンとの因果関係があることを調定し、5

月30日付けで各市町村|こ対し日不脳糞予防接種の積極的勧奨ほ差し控えるように

勧告を行いました。

市では、浜田市予防接種事故防止研究会と協議し、

とにしました。

問い合わせ先 子 育て支援課 (a内 線 162)

勧告のとおり当面の間予防接種を見合わせるこ

申
し
込
み
先
　
子
裔
て
支
援
課

（な
内
線
１
６
７
）
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＼

一
一

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
２‐
日
側

午
後
了
時
～
９
時

場
所
　
市
総
合
福
社
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

公

②
２
４
９
５
）

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

専
門
医
に
よ
る
、

こ
こ
ろ
の
健
康

中

学

や

ヤ

中

学

中

学

平

中

中

ヤ

中

学

や

中

学

中

中

学

神

中

学

中

中

学

平

平

平

中

中

学

平

中

学

中

学

や

中

中

学

中

学

中

中

学

中

WよよNざ WWWロ ココまざざポXWよ よコよポざまWド        凛 W鞭 ざざWま W瀬 普Wド XWXY営 想単智WWWロ ロWざ WドメX江 Nざざ
路

景 間 い含 わ せ 元  1足 展 長 看 3采1足康 推 進 休 く査 肉 欲 104、  100ノ
W

ざ
ざ

ま胃がん検診

畳 望診尋 十編祥芋
実 施 日 受イ寸時間 会 場  名

6月 16日内
午前 80寺00分～ 9時 長沢 2町 内児童館

午前10時～10時30分 宇津丼公民館

6月 17日⑥
午前 8時 30分～ 98寺 石見公民館長見分館

午前10時～10時30分 石見公民館孫日谷分館

豊 ※  胃 がん検診は、空腹状態でないと受診できません。

き ※  国 保カロ入者は無料です。(堡険証が必要ですので持参して<だ さ

き ぃ。)
き  平 成17年度各種健 (検)診 日程表ほ健康

き 長 寿課健康推進係 (13番窓□)ま たは、各

き 公 民館、各連絡係|こ置いてあります。

き
ま

革
ざ
ざ

革

ざ
ま

ざ
ざ
W

ざ

健
日
個
餞

○
健
康
相
談

血
圧

・
体
悩
肪
測
定
、

健
康
相
談

日
時
　
月
躍
国
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
禁
煙
相
談
日

個
別
相
談
、

尿
に
含
ま
れ
る
三
コ

チ
ン
濃
度
測
定

（無
料
）

日
時
　
６
月
２４
日
⑥

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（ａ
内
線
１
６
４

・
１
６
６
）

i:  献 血にご協力をお願いします !

血液製斉」|こは保存期限があり、また献血

者数は季節的|こ変動があります。血液製斉」

を安定的|こ供給するため |こ200肥または

400肥献血に協力をお願いします。

問い合わせ先 健 康長寿課健康推進係

(a内 線 164、  163)

る ら い を と

一 ・・・・; ― ― ― ‐

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
病
気
、

物
忘
れ
、

不
眠
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、

引
き
こ
も
り
な

ど
様
々
な
悩
み
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
ほ
利
用
し
て

＜
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時
　
７
月
４
日
側

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
所
　
浜
日
保
健
所

申
し
込
み

コ
問
い
合
わ
せ
先

浜
日
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

容

④
５
５
５
０
）
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平
成
１７
年
度
島
根
県

ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

誰
で

も
気
軽
ほ
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

ち
よ
っ
と
し
ゃ
れ
た
三
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象
　
ど
な
と
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

（幼
児
や
小
学
校
低
学
年
ほ
保

護
者
が
同
伴
し
て
＜
だ
さ
い
。

）

７
月
１０
日
０
　
午
前
１０
時
～
正

午
、

受
付
午
前
９
時
３０
分
か
ら

□

　
周
布
小
学
校
外
育
館

種
目
　
①
ス
ポ
ー
ツ

・
チ
ャ
ン
バ
ラ

②
ユ
三
カ
ー
ル
　
③
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
　
④
ミ
ニ
ボ
ー
リ
ン
グ

⑤
フ
ロ
ア
ー
ボ
ー
ル
　
⑥
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
　
⑦
バ

ッ
ゴ
ー
　
③
チ
ャ

レ
ン
ジ
ヨ
ー
ナ
ー
　
◎
幼
児
コ
ー

ナ
ー

圃

無
料

※
　
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服
装
で
、

屋
内
用
運
動
靴
を
持
参
し
て
＜
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
氏
名

・
年
齢

・
住
所

・

電
話
番
暑
を
は
が
き
ま
を
ほ
電
話

で
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

（当

日
、

会
場
で
も
受
付
け
ま
す
が
、

な
る
べ
＜
事
前
区
申
し
込
ん
で
＜

だ
さ
い
。

）

申
込
締
切
日
　
６
月
梵
日
０

〔剛
承
剛
一
浜
日
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局
　
鳥
落
隆
子
さ
ん

（
〒

６

９

７

１
０

０

１

５
　

竹

迫

町

２

７

３

１

１
２

４

　

８
一ａ

ｏ
□
②

７

７

９

２

　

一侵
ａ
④

３

５

３

７
、

□
④

３

４

８

３
）

県
税
「水
と
緑
の
森
づ
く
り
」

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
キ
Ｆ
フ
ク
タ
ー

応
募
資
格

県
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
団
体

応
募
方
法
　
住
所
、

氏
名

（ふ
り
が

な
）
、

年
齢
、

職
業

（学
生
の
場
合

は
学
校
名
と
学
年
）
、

電
話
番
暑
を

記
入
し
て
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ

い
。

）

※
　
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

①
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
　
は
が
き
１
枚

に
つ
き
１
作
品
を
応
募
す
る
。

（Ｅ

メ
ー
ル

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
応
募
で
き

ま
す
。

）

②
キ
ャ
ラ
ク
タ
Ｉ
　
Ａ
４
版
白
色
ケ

ン
ト
紙
叉
ほ
画
用
紙
区
デ
ザ
イ
ン

を
お
き
色
鉛
筆
な
ど
で
彩
色
し
応

募
す
る
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前

と
創
作
意
図
を
記
入
し
て
＜
だ
さ

応
募
締
切
日
　
６
月
３０
日
側

（当
日
消
印
有
効
）

発
表
と
表
彰
　
八
賞
作
品
は
応
募
者

Ｅ
通
知
し
ま
す
。

最
優
秀
賞
そ
れ

ぞ
れ
１
点

（賞
金
５
万
円
と
県
特

産
品
）
、

優
秀
賞
そ
れ
ぞ
れ
３
点

（賞
金
　
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
１
１
万

円
。キ
ャ
ラ
ク
タ
１
２
万
円
）
、

佳

作
５
点

（キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
み

賞
金
５
千
円
）

※
　
自
作
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

最
優
秀
作
品
は
広
報
啓
発

活
動
に
使
用
し
ま
す
。

と
緑
の
森
づ
＜
リ
ス
タ
ッ
フ

合
Ｔ
６
９
０
１
８
５
０
１
　
松
江
市

殿
町
１
番
　
ａ
０
８
５
２
②
５
１

７
０
、

□
０
８
５
２
②

６
１
６

７
）

す
古
汁ｏ
”＼
＼
〓
〓
〓
　
ｏ
【Ｏ
ネ・
の
す
一ヨ
ω
⊃
①
。
」０

＼
∽
①
Ｏ
声
↓〇
⊃
＼
＜
ф
ヨ
Φ
＼

浜
田
盆
臨
，
日
説
き
同

”
峰
会
員

会
津
屋
八
右
衛
門
□
説
き
の
練
習

会
を
行
い
ま
す
。

６
月
郷
日
囚
～

８
月
１０
日
側

（毎
週
水
躍
全
７
回
）

後
７
時
～
９
時

勤
労
毒
少
年
セ
ン
タ
ー

ー
、
５
０
０
円

（年
会
費
）

飯
日
さ
ん

（ａ
②
６
３
８
３
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

６
月
２５
日
０
　
午
前
７
時
３０
分

団日日午か
ら

（１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

は
ま
だ
漁
港
国
分
支
所
前
　
　
本

清
掃
場
所

石
見
畳
ヶ
浦
お
よ
び
穴
観
き

※
　
小
闘
決
行
　
参
加
し
た
人
に
は

サ
ポ
ー
ト
通
貨

「神
楽
」
（５
０
０

円
相
当
）
を
配
布
し
ま
す
。

牛
尾
さ
ん

（ａ
０
９
０

１
８
２

４
４

‐
９
４
２
９
ヽ
全
国
豊
か
な

海
づ
＜
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

1 蔑休らにUSJQttt

2 -が ,十一わ父御船|をしよう!

対象 市 内どヽ寧5年 生～中学3年 生

日程 7329日 間 盈 ニバーサんスタジ

オ貝寧 (宿)自は兵庫県立TA育鶴)

30日 lELl スーパーサーカスロA公 演観

測

90人 (多い場合は抽選)

15,OOO円 (傷薯保険糾含る。US」

申昏;祓盛ぐ密樫巨
1 昼栓

締

窪塁蕎3星 ぼ 実行香員会

| (関 西浜回 ・源田市)

1優チ団 商王観光課 (a肉線240 )
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=鼻FF苺ほ

一

コ
ー
ト
内
で
プ
レ
ー
で
き
る
男
子
　
一一　
　
　
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

第

９
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
の
数
は
２
人
ま
で
）
　

　

　

　

　

一　
　
ン
タ
ー

（い
わ
み
―
る
内
）

海
と
砂
浜
区
恵
ま
れ
た
美
し
い
浜

α

装

に

２

メ

石

て

ヽ
　

　

　

　

　

　

一　

　

ヽ
ズ

ン
ー

オ
じ

た

浸

―
チ
ー
ム
　
３
、
０
０
０
円
　
　
一　
　
利
日
さ
ん

（公
②
（

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
ほ
参
加
　
一

料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
　
一

い
。

（現
金
書
留
に
よ
る
受
付
も
可

能
）

申
込
締
切
日
　
８
月
１０
日
佃

団
・団

生
涯
掌
習
課

　
　
　
　
一
防
基
計
一
争
資
格

（ａ
内
線
４
５
８
）

一　
　
消
防
法
施
行
令
第

点
一子
酸
ま
話
塁
省
フ
　
　
　
ア
　
　
一　
基
づ
＜
防
火
管
理
者

一　
種
防
火
管
理
者
講
習

視
覚
障
害
者
の
録
吉
テ
ー
プ
図
書
　
一　
対
象
　
防
火
管
理
義

な
ど
を
つ
＜
る
た
め
の
作
業
ボ
ラ
ン
　
一　
　
住
ま
た
は
、

勤
務

テ
ィ
ア
を
し
て
見
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
一　
　
火
管
理
者
と
し
て

火
躍
日
～
土
躍
日
　
午
前
１０
時
　
一　
　
定
の
人

～
午
後
３
時

（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
　
一　
　
　
７
月
２６
日
四
、

で
き
る
時
間
帯
の
１
～
２
時
間
程
　
一　
　
　
浜
日
総
務
事
務

度
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
先
着
１
０
０
人

浜

田
ビ
ー

チ
バ
レ
ー

ボ
ー

ル
大
会

　
一　
　
　
１
チ
ー
ム
　
３
、
０
０
０
円
　
　
一　
　
利
日
さ
ん

（
公
②
９
８
３
４
）

日
の
海
岸
に
お
い
て
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
　
一　
　
い
。

（現
金
書
留
に
よ
る
受
付
も
可

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
一高
校
生
以
上
　
　
　
　
　
　
　
一一　
申
込
締
切
日
　
８
月
１０
日
側

８
月
郷
日
０

〔円
ス
剛
一
生
涯
掌
習
課

午
前
８
時
受
付
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

（ａ
内
線
４
５
８
）

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

石
見
海
浜
公
園
　
特
設
コ
ー
ト

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
消
防
法
施
行
令
第
３
条
第
１
頂
Ｅ

①
男
子
の
部
６４
チ
ー
ム
　
　
　
　
一・　
　

　

　

！
！
！

！
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

②
女
子
の
部
１６
チ
‐
ム
　
　
　
　
一
占
告
百
撃
育
館
寮
十ラ
　
　
　
ア
　
　
一　
基
づ
＜
防
火
管
理
者
資
格
請
習

（甲

③
混
成
の
部
３２
チ
‐
ム
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
種
防
火
管
理
者
講
習
）
を
行
い
ま
す
。

※
　
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
、

　
一
　

視
覚
障
害
者
の
録
吉
テ
ー
プ
図
書
　
一　
対
象
　
防
火
管
理
義
務
対
象
物
区
在

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
し
ま
す
。

　
　
一　
な
ど
を
つ
＜
る
た
め
の
作
業
ボ
ラ
ン
　
一　
　
住
ま
た
は
、

勤
務
す
る
人
で
、

防

チ
ー
ム
編
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
テ
ィ
ア
を
し
て
見
ま
せ
ん
か
。

火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
る
予

①
男
子
の
部
　
３
人
（構
成
員
５
人
）

一
⌒　
　
火
躍
日
～
土
躍
日
　
午
前
１０
時
　
一　
　
定
の
人

②
安
子
の
部
　
４
人
（構
成
員
６
人
）

一　
　
～
午
後
３
時

（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
　
一　
　
　
７
月
２６
日
四
、

野
日
側

③
混
成
の
部
　
４
人
（構
成
員
６
人
・　
一　
　
で
き
る
時
間
帯
の
１
～
２
時
間
程
　
一　
　
　
浜
日
総
務
事
務
所

男
子
の
登
録
は
３
人
ま
で
と
し
、

　

一　
　
度
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
先
着
１
０
０
人

キ

ムマ

む

／
…

０

ヽ
０

４

ん
ヽ
小
ッ
・
〓

噂

Ｄ

／
，法

く

Ｄ

ど
云

時

ひ

‘
よ

蝉

０

４

ね
て
θ

／
・女

鮮

９

…

あ
て
θ

／
，

め
ヽ
Ｄ

‘
か
わ
せ
０

と
，
め
ヽ
θ

…

わ
せ
θ

／
ｉ

ｅ

さ

■

４
お

ヽ
Ｄ

／
ち
文
口
ヽ
つ

４

ち
や
θ

′
ｊ２
９
、
９
…

ち

ヽ
∂

ｔ

ね
ゝ

ダ

ち
・
れ

ヽ
じ

‘
ｔｉ

ｎ
ヽ
フ

ト

申
込
期
間

６
月
２７
日
働
～
７
月
２０
日
佃

６
、
０
０
０
円

（テ
キ
ス
ト
代

含
お
）

受
講
申
込
書

　
日
本
防
火
協
会

丁
汁
市ｏ
＼
＼
〓
〓
〓
　
Ｄ　‐
σＯ
⊂
本
Φ　
Ｏ
【　
」ｏ
＼

〔同
ス
岡
一
仙
島
根
県
消
防
設
備
保
守

協
会
公

０
８
５
２
②
６
８
２
８
、

図
０
８
５
２
②
６
７
５
４
）

浜
日
地
区
消
防
本
部
予
防
課

（ａ
　
ｌ
ｌ
６
７
）

平
成

１７
年
度

島
根
県
農
業
担
い
手
育
成
研
修

島
根
県
農
業
の
将
来
を
担
う
農
業

者
の
養
成
を
図
る
た
め
に
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

研
修
期
間

１０
月
か
ら
原
則
１
年
以
内

（最
長

２
年
以
内
）
た
だ
し
、

花
振
興
セ
ン

タ
ー
は
３
月
末
ま
で

実践研修 1県中海干拓営農センター 2 人

県花振興センター 3 人

県立農業大学校

募集
人員

1 人

県中海干拓営農セツター 1 人

県立農業大学校 3 人

申
込
締
切
日
　
６
月
３０
日
困

（郵
送

の
場
合
め
着
）

県
農
業
担
い
手
育
成
研
修
実
施

事
務
局

（ａ
０
８
５
４
①

７
０
１

１
、

回
０
８
５
４
①

７
１
１
３
）

向
ヨ
ｏ
一
一
⊃̈
〇
∞
く
〇
‐
本
①
⊃
∽
丁
Ｃ
《〕
ｏ
【
Φ
ネ
・

∽
丁
一ヨ
∞
⊃
①
　
」ｏ

ざ
　
ま

ゆ
う

つ一

講
師
　
儀
滴
裕
子
さ
ん

（栄
養
士
）

６
月
２９
日
佃

午
前
１０
時
～
午
後
１
時

中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所

４
階
料
理
教
室

□

先
着
１５
人

申
込
締
切
日
　
６
月
２２
日
田

日

無
料

※
　
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
し
て
＜
だ
さ

中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所

営
業
担
当
　
佐
々
木
さ
ん

（ａ
②

８
６
１
２
）

11  広 報ほまだ :平 成 17年 6月 15日暑 恒〕
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創
業
・
経
営
改
革
セ
ミ
ナ
ー

６
月
２３
日
的
　
革
命
期
ほ
お
け
る
経

営
論

６
月
３０
日
肉

創
業

に
成
功
す
る

人
・失
敗
す
る
人

７
月
７
日
肉
　
独
立
心
構
え
１０
ヶ
条

時
間
　
午
後
６
時
３０
分
～
８
時

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ツ
ジ
島
根

圃

無
料

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ツ
ジ
島
根

（
ａ
０
８
５
５
①

４
５
６
７
）

丁
汁
洋ｏ
中＼
＼
〓
〓
〓
　
①
丁
α
Ｏ
　
∞
〇
・
」ｏ
＼
∽
す
↓ヨ

∞
⊃
①

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
け
次
教
室

「見
て

・
乗

っ
て

・
体
験
す
る
」

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

内
容

○
消
防
車
、

ほ
し
ご
車
の
保
験
乗
車

○
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

○
消
火
実
験

○
防
火
ア
ニ
メ
の
上
映
や
記
念
写
真

撮
影

○
煙
体
験

対
象
　
市
内

・
那
賀
郡
に
在
住
の
親

子

（小
学
生
以
下
）

７
月
１７
日
０

午
前
９
時
～
正
午

□

浜
日
消
防
署

圃

先
着
３０
組

※
　
６
月
２５
日
働
　
午
前
９
時
か
ら

電
話
で
受
け
付
け

□

無
料

課

公

②
ｌ
ｌ
６
こ

平
成
町
年
度
消
防
設
備
士

８
月
舞
日
０
　
午
前
８
時
３０
分

か
ら浜

田
市

（試
験
会
場
は
受
験
票

で
指
定
）

受
験
資
格

甲
種
　
法
令
の
定
め
る
沓
一格

乙
種
　
資
格
の
制
限
は
な
し

試
験
の
種
類

甲
種
、

乙
種
の
全
類

（１
人
２
種

類
受
験
可
能
）

受
験
手
数
料

甲
種
　
５
、
０
０
０
円

乙
種
　
３
、
４
０
０
円

受
付
期
間
　
６
月
３０
日
肉
～
７
月
１５

日
ω

※
　
願
書
は
、

浜
日
地
区
消
防
本
部

ま
た
は
各
出
張
所
、

分
遣
所
ほ
あ

り
ま
す
。

側
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
島

根
県
支
部

（〒
６
９
０

‐
０
８
８

２
　
松
江
市
大
輪
町
４
２
０

‐
１

島
根
県
大
輪
町
団
体
ビ
ル
２
階
）

団

浜
日
地
区
消
防
本
部
予
防
課

谷

②
ｌ
ｌ
６
７
）

視
覚
障
害
教
育
公
開
研
修
会

目
に
つ
い
て
の
教
育
相
談
会

視
覚
障
害
教
育
公
開
研
修
会
と
目

に
つ
い
て
の
教
育
相
談
会
を
行
い
ま

す
。

参
加
希
望
者
は
申
し
込
ん
で
＜

だ
さ
い
。

対
象

①
視
覚
障
害
教
育
公
開
研
修
会

視
覚
に
障
害
が
あ
る
人
区
関
わ
っ

て
い
る
人

○
目
に
つ
い
て
の
教
育
相
談
会

乳
幼
児

・
児
童
生
徒

・
成
人
、

保

護
者

相
談
員
　
県
立
盲
学
校
教
職
員

※
　
秘
密
ほ
厳
守
し
ま
す
。

７
月
３‐
日
個

午
前
１０
時
～
午
後
１
時
４０
分

い
わ
み
―
る

申
込
締
切
日
　
７
月
８
日
⑥

牛
尾
さ
ん

（
ａ
０
８
５
２
①
８
２

２
１
、

囲
０
８
５
２
①

８
２
２

２
）

第
１３
回

「わ
が
街
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

原
井
小
学
校
ほ
今
春
秘
年
間
使
用

し
た
旧
校
舎
区
お
別
れ
を
し
て
、

新

校
舎
Ｅ
移
り
ま
し
た
。

そ
の
２
つ
の

校
舎
を
見
学
し
な
が
ら
、

明
治
６
年

ほ
創
設
さ
れ
て
以
来
１
３
２
年
の
長

い
間
に
形
成
さ
れ
引
継
が
れ
て
い
＜

も
の
を
深
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
原
井
小
学
校
が
つ
お

い
で
き
た
心
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

７
月
１０
日
０

午
前
９
時
～
正
午

集
合
時
間
　
８
時
５０
分

集
合
場
所

旧
原
井
小
学
校
正
面
玄
関
前

田

範斜

※
　
上
履
き
を
持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
７
月
８
日
⑥

公

②
０
９
９
３

講
演
会

″己
よ
り
婁
し
き
も
の
な
し
。お
の
れ

の
愛
し
き
こ
と
を
知
る
も
の
は
‥
″

自
分
が
い
や
な
事
は
人
も
い
や
。

み
ん
な
で
人
権
ほ
つ
い
て
者
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

講
師
　
花
崎
良

順
さ
ん

公
二
隅
町
洞

明
寺
住
職
）

７
月
６
日
佃
、
７
月
１５
日
⑥

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

□

浜
日
公
民
館

□

無
料

公

②
９
８
５
８
）

講
演
会
　
パ
ソ
コ
ン
が
取
り
持
つ

い
き
い
き
シ
エ
ア
ラ
イ
フ

～
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
豊
か
な
高
齢
社

会
の
創
造
～

演
題
　
ン
エ
ア
ネ
ッ
ト
が
学
び
を
通

し
て
地
域
を
変
え
る

講
師
　
塩
見
信
雄
さ
ん

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
ン

エ
ア
ネ
ッ
ト
ひ
ろ
し
ま
理
事
長
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ

高
齢
者
の
Ｉ
Ｔ
社
会
へ
の
対
応

７
月
３
日
０

午
前
９
時
３０
分
～
正
午

い
わ
み
―
る

県
立
西
部
情
報
化
セ
ン
タ
ー

南
候
さ
ん

（公
②
９
３
４
６
、

図

②
９
８
４
こ

ロ
ヨ
Ｏ
↓
一＼
の
０
一σ
⊆
《〕
」〇
丁〇
‐∽
丁
一ヨ
Φ
ヨ
①

Ｏ
【
　
」
０

■
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国
府
海
岸
清
掃
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン

６
月
の
環
境
月
間
に
ち
な
み
、

千

畳
苑
で
は
、

梵
日
０
を
風
呂
の
国
と

定
め
、

国
府
海
岸

の
清
掃
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

フ
ロ

ン
ト
で
ゴ
ミ
袋
を
受
け
取

り
、

い
っ
ぱ
い
に
し
て
千
畳
苑
ほ
持

参
し
て
も
ら
え
れ
ば
入
浴
料
を
サ
ー

ビ
ス
し
ま
す
。

６
月
梵
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

公

①
ｌ
２
５
こ

教
科
書
展
示
会
　
！

教
科
書
の
調
査

・
研
究
お
よ
び
国

民
の
教
科
書
に
対
す
る
高
い
関
心
に

応
え
る
た
め
今
年
度
も
教
科
書
展
示

会
を
行
い
ま
す
。

展
示
期
間
　
６
月
１７
国
０
～
７
月
郷

日
⑥

（展
示
会
終
了
後
も
申
し
出

お忘れな く〃

市県民税 (普通徴収 '全期前納 。第

1期 )・国民健康保険料 (第 1期 )の

納期限は、 6月 30日閃 ・□座振替 日

は、 6月 28国肉です。

市 営 駐 車 場

場 所 空き数
使用料
(月額)

栄  町 ム
ロ 5,000F咽

駅  前 10台程度 10,000円

道分山 10台程度 15,000円

一
、

　

″

が
あ
れ
ば
関
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

）

※
　
土
日

・
祝
日
ほ
休
館
日
で
す
。

展
示
会
場
　
浜
日
教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
総
務
課
（ａ
内
線
４
６
７
）

市
営
駐
一車
場

　

　

！

！！
！
！
！

定
期
駐
車
枠
が
空
い
て
い
ま
す

で
利
用
し
て
＜
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
６
月
郷
日
困

※
　
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

訂 正

「広報はまだJ6月 1固暑

こあいて、次のとおり誤り

がありましたので、訂正し

てお詫びします。

【訂正】

OP6 専 門家 こよる診

断の問い合わせ先
一

覧

0日 原建築設計事務所

誤: a ④3 3 2 0

圃① 3 3 2 1

正:a② 3320
囲②3321

0畑 岡設計
誤:a② o727

□② 0791

正:公④0727
圃④ 0 7 9 1

0P7 国 民年金第 3暑

被保険者特例措置 こつい

て

問い合わせ先

誤:a④0442
正:a② 0670

り
ま
す
。

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
運
動
の

推
進
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
防
止
お
よ
び
大
気
汚

染
防
止
の
た
め
、
６
月
の
環
境
月
間

に
併
せ
て
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
運
動

を
推
進
し
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
の

利
用
、

徒
歩
や
自
転
車
通
動
な
ど
ほ

よ
り
自
動
車
利
用
を
自
粛
し
、

環
境

保
全
ほ
努
め
ま
し
よ
う
。

環
境
課

（ａ
内
線
２
５
６
）

石
央
文
化
ホ
ー
ル
休
館
日

ホ
ー
ル
内
の
害
虫
駆
除
作
業
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

期
日
　
６
月
郷
国
四
、

郷
日
佃

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
周
布

町
　
中
村
健
二
　
▽
西
村
町
　
一齋
藤

領
　
▽
極
原
町
　
松
浦
義
徳
　
▽
長

沢
町
　
上
野
恵
子
　
▽
天
満
町
　
友

末
智
憲
子
　
▽
相
生
町
　
廣
瀬
タ
ネ

▽
河
内
町
　
門
日
須
美
枝
　
▽
真
光

町
　
一齋
藤
書
　
▽
治
和
町
　
舛
日
米

雄
　
▽
下
府
町
　
渡
崎
政
和
　
▽
下

府
町
　
沖
日
照
光
　
▽
熱
日
町
　
岡

日
守
　
▽
相
生
町
　
鬼
城
英
樹

◎
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
殿
町

和
崎
八
重
子
　
▽
錦
町
　
一不
澤
美
智

子
　
▽
松
原
町
　
松
下
哲
夫

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
相
生
３
１
１

＝
▽
相
生
町
　
鬼
城
澄
夫
　
○
唐
鐘

＝
▽
国
分
町
　
伊
津
澄
男
　
○
唐
鐘

８
＝
▽
国
分
町
　
伊
津
澄
男
　
○
日

脚
９

１
１
＝
▽
日
脚
町
　
〕序
本
洋

一

袋
尻
著
　
大
谷
明
輝
　
渡
違
実
　
○

下
府
５
＝
▽
治
和
町
　
舛
日
米
施

○
河
内
＝
▽
河
内
町
　
門
日
須
美
枝

○
元
浜
１
・２
・３
＝
▽
元
浜
町
　
浜

崎
豊
　
○
長
浜
５
＝
▽
長
浜
町
　
門

日
行
勝
　
○
西
村
２
＝
▽
西
村
町

一齋
藤
領
　
○
唐
鐘
＝
▽
国
分
町
　
笹

川
榮
子
　
○
唐
鐘
９
＝
▽
国
分
町

笹
川
榮
子
　
○
下
府
２
＝
▽
下
府
町

沖
日
照
光

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
大
麻
＝
▽
西

村
町
　
小
寺
米
子
　
一齋
藤
領
　
○
津

摩
＝
▽
津
摩
町
　
乗
原
善
介
　
○
唐

鐘
＝
▽
国
分
町
　
伊
津
澄
男
　
○
美

川
西
＝
▽
横
山
町
　
村
尾
俊
男
　
○

長
沢
２
＝
▽
長
沢
町
　
上
野
恵
子

○
熱
田
７
＝
▽
熱
日
町
　
岡
田
守

◎
長
浜
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

▽
長
浜
町
　
門
日
行
勝
　
横
井
薫
子

◎
市
教
育
委
員
会

へ
　
▽
熱
日
町

河
本
晴
子

◎
美
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ヘ
　
▽
津
摩

町
　
賀
戸

一
代

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里

へ
　
▽
河
内
町

門
田
須
美
枝

◎
Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
ふ
れ
あ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
ヘ
　
▽
河
内
町
　
門
日
須

美
枝

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
宇
野

町
　
佐
々
木
俗

◎
美
川
苑
へ
　
▽
三
階
町
　
森
川
晴

司◎
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ヘ
　
▽

殿
町
　
山
崎
勝

◎
た
ん
ぱ
ぽ
の
里
へ
　
▽
松
原
町

日
村
フ
ミ

◎
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
く
ら
へ
　
▽

浅
井
町
　
岡
本
久
美
子

◎
市
郷
土
資
料
館
へ
　
▽
原
町
　
大

道
正
信

◎
さ
ざ
ん
か
へ
　
▽
広
島
市
佐
伯
区

濱
崎
晴
美

◎
府
城
セ
ン
タ
ー
ヘ
　
▽
上
府
町

笹
川
柳
治
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目刊 焔廼D
こビも美術館

浜 田市世 界 こど も美術 館

浜田市野原町859-1(県立大学となり)
■開館時間…午前9時30分～午後5時
口1電話Ⅲ…0855-23-8451
■ホームページ…hitpγ/iにhimirade.neJp/hama―b/

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
６
月

梵
日
０
よ
り

『島
根
県
立
石
見
美
術

館
収
蔵
品
展

‐
え
が
か
れ
た
フ
ア
ッ

シ
ョ
ン
』
を
開
催
し
ま
す
。

本
展
は
、

今
秋
益
日
市
区
開
館
す
る
島
根
県
去

術
文
化
セ
ン
タ
ー

・
グ
ラ
ン
ト
ワ
内

の
島
根
県
立
石
見
美
術
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
か
ら

″フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
ク
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
選
ん
だ
作
品
約

５０
点
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、

現
代
的
な
服
装
が
成
立

し
た
郷
世
紀
初
頭
に
注
目
し
、

パ
リ

の
流
行
を
伝
え
る
媒
体
と
な

っ
た

フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ

▲橋本明治 《荘園》
レ

ロ
ー
ト
レ

ッ
ク

《
デ

ィ
ヴ

ァ
ン

・
ジ

ャ
ポ

ネ
》

る
版
画
や
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
、

ポ

ス
タ
ー
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、

昭
和
初
期
の
女
性
を
描
い
た
日
不
画

も
展
示
し
、

欧
米
の
服
装
が
取
り
入

れ
ら
れ
は
じ
め
た
当
時
の
日
本
の
様

子
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
て
い
ま
す
。

浜
日
市
出
身
の

日
本
画
家

・
橋
本
明
治
の
作
品

「荘

園
」
ほ
描
か
れ
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
姿
の

少
女
か
ら
も
、

洋
装
化
が
進
み
つ
つ

あ

っ
た
当
時
の
日
本
の
様
子
が
感
じ

取
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
。ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
作
品
を
通
し
て

郷
世
紀
初
頭
の
フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
を
お
楽
し
み
＜
だ
さ
い
。

■
会
期

７
月
１８
日
働
ま
で

■
観
覧
料

一
般
　
　
　
３
０
０
円

高
校

・
大
学
生
２
０
０
円

小
学

・
中
学
生
１
０
０
円

■
ホ
リ
テ
ー
創
作
活
動

《
ろ
く
る
で
ア
ー
ト
》

紙
区
絵
の
具
の
つ
い
た
筆
を
置
き

ろ
＜
ろ
を
回
す
と
、

き
れ
い
な
う
ず

ま
き
模
様
が
生
ま
れ
ま
す
。

切
り

取
っ
て
カ
ラ
フ
ル
な
絵
を
つ
＜
つ
て

み
よ
う
。

◎
７
月
２
日
０
、
３
日
０
、
９
日
０
、

１０
日
０

《
虹
色
ボ
ッ
ク
ス
》

し
か
け
を
し
た
箱
に
カ
ラ
ー
セ
ロ

フ
ァ
ン
を
は
っ
て
み
よ
う
。

光
区
か

ざ
す
と
虹
色
の
ス
テ
キ
な
世
界
が
広

が
る
よ
。

◎
７
月
１６
日
働
、

１７
日
０
、

１８
日

冊
、

郷
日
０
、

列
日
０

《
ぴ

っ
く
り
貯
金
価
》

あ
れ
れ
、

ち
ゃ
ん
と
中
に
入
れ
た

ほ
ず
な
の
に
、

お
金
が
ど
こ
か
に
消

え
ち
ゃ
っ
た
。

そ
ん
な
び
っ
＜
り
す

る
不
思
議
な
貯
金
箱
を
つ
＜
っ
て
み

よ
う
。

◎
７
月
３０
日
働
、

３‐
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

時
間
　
午
後
「
時
～
４
時
の
活
動
で

す
。

参
加
希
望
者
は
、

当
日
受
付

で
３
時
３０
分
ま
で
に
申
し
込
ん
で

＜
だ
さ
い
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・カ
フ
ェ

大
き
な
窓
か
ら
望
お
美
し
い
風
景

と
、

世
界
の
珍
し
い
飲
み
物
で
好
評

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
カ
フ
エ
。

展
覧

会
を
見
た
後
に
、

読
書
と
と
も
区
、

ぶ
ら
り
と
散
歩
の
つ
い
で
に
、

ホ
ツ

と

一
忌
し
ま
せ
ん
か
。

浜
日
で
は
め
ず
ら
し
い
ア
ー
モ
ン

ド
風
昧
の
カ
フ
ェ
才
レ
。

夏
ら
し
＜

涼
し
げ
な
グ
ラ
ス
ほ
米
を
浮
か
べ
、

ア
イ
ス
で
飲
お
と
、

ほ
ど
よ
い
甘
さ

が
、

の
ど
の
渇
き
を
潤
し
ま
す
。

美

術
館
で
は
、

《
ま
ば
ろ
し
の
の
み
も

の
》
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気

の
メ
三
ュ
ー
で
す
。

ぜ
ひ
め
試
し
＜

だ
さ
い
！

７
月
の
休
館
日

（月
曜
日
）

４
日
、

‐１
国

（展
示
替
）

‐９
日
側
～
２２
日
⑥

勿
Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

゛

″
多
目
的
ホ
ー
ル
の
催
物
　
苺

彰″
珍
２
２
２
″
珍
″
″
″
２
２
珍
″
へ

こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
３
階
に
あ

る
多
目
的
ホ
ー
ル
を

一
般
の
普
さ
ん

ほ
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

展
示
ス

ペ
ー
ス
・イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
、

様
々

な
目
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
に
は
波
濤
会
主
催
の
写
真
展

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

海
Ｅ
生
き
抜
＜

男
た
ち
の
喜
び
、

人
生
の
充
実
感
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
品
の
展
示
で
す
。

展
示
室
の
展
覧
会
を
み
た
後
は
、

多
目
的
ホ
ー
ル
の
写
真
展
も
ぜ
ひ
お

楽
し
み
＜
だ
さ
い
。

第
１５
日

波
清
を
越
え
て

「
１
マ
イ
几
展
」

日
時
　
７
月
９
日
０
～
１５
日
⑥

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

場
所
　
３
階

・
多
目
的
ホ
ー
ル

※
　
観
覧
ほ
無
料
で
す

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
修

一
さ
ん

公

④
０
７
６
９
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